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本資料における以下の用語、マークはHL7 Internationalの商標です。
HL7 → HL7®, CDA → CDA®,  FHIR → FHIR®
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HL7、IHE、DICOM 医療の代表的な標準手順
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テキスト、非画像情報の
フォーマット規格

画像情報＋付帯情報
の通信規格

規格類を医療現場
で使うためのガイド

＋

用語セット
（連携データの個々の「用語」
Terminologyを標準化し

て同じ意味として扱う）
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IHE サイクル：普及推進の為の自己回帰型活動

IHE International

プロフィル、テクニカルフレームワー
クをまとめ、公開する。

IHE-Japan 等 地域のIHE組織

プロファイルを国別拡張し、企業に
実装を促し、コネクタソンを開催する。

様々な部門システムを
抱え、複雑で問題の多い

医療機関側

ベンダの
技術

既存の規格を用いて
問題解決

同じような問題を抱える
医療機関への適用が

可能となる。

業務シナリオ
（統合プロファイル）

IHE テクニカルフレーム
ワーク(技術定義書）による

問題解決コネクタソンでの
接続テスト

ベンダによる
製品への実装

学会などでIHEに
よる問題解決があ

ることを広報

医療機関はIHEを
要求仕様に含める

サイクル
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コネクタソンの軌跡 はじまりは 1998 RSNA

• 1998年、13の「幸運な」企業が参加して始まった。
• HIMSS と RSNA により開催された。
• 場所は RSNA（シカゴ）の地下駐車場。
• 真冬の開催で、RSNA中のヒーターを集めたとのこと。
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https://www.ihe.net/news/ihe-20-year-volunteer-perspective-niki-wirsz/
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IHE コネクタソン：ベンダに接続検証の場を提供
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IHE EU Connectathon 2023 Rennes France Sep.25-29 2023
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コネクタソン結果表（プロファイル実装した会社リスト）
https://www.ihe-j.org/connectathon-results/
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合格ベンダはコネクタソンシールを掲示できます！
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製品紹介ホームページや、パンフレット等の商材や、PC、モニタや、ガントリー、
イメージプロセッサなどの実機に添付してアピールできます。

コネクタソンシールを使うと…

8



日本IHE協会 勉強会＋コネクタソン見学会

• コネクタソンシールは日本提案
で、IHE Internationalが
2020年に承認した国際的な
制度です。

• これまでは日本でのみシール発
行をしておりました。

• 日本でのシール発行実績を受
けて、International側でも
シールの利点に注目し、今年よ
り EU Connectathonで、
Sealの発行を実施します。

• シールは地域のコネクタソンそ
れぞれで発行しますので、日本
でも並行でシールの発行を続
けて参ります。

EU Connectathon でも発行！
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https://connectathon.ihe-europe.net/ihe-connectathon-seal
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Under COVID

日本コネクタソンの軌跡（参加ベンダー数）
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日本コネクタソンツールの軌跡

• 模造紙＋Excel から KUDU、事前検証ツール、そして Gazelle へ。
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ツール環境 クラウド化、常時稼働への対応

• Gazelle
• Transaction Monitor
• Validation Engine
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Transaction Monitor
（TRM）

Gazelle

Validation Engine 

System A

System B

Proxy

① 登録されたホスト・システム設定情報が
TRMに連携

② IPアドレスとポート番号をKeyに
システム間の通信ログをProxy

③ Proxyされたログを自動検証
④ 自動検証の
結果をTRMに
返す

⑤ 取得ログ・自動検証の結果を
Gazelle上に表示

クラウドへ
IHE コネクタソン専
用のプライベートク
ラウドサービス
（AWS）
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リモート接続環境強化 ハイブリッド検証対応
• 遠隔地からVPNを利用してコネクタソン会場へ接続可能に

2020年：3,4台の募集 ⇒ 2021年～ 無制限に募集

• コミュニケーションツール（RocketChat）を導入し、会場、遠
隔ベンダの会話をサポート
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※VPNリモート検証参加にあたっては、VPNブリッジの用意が必要となります。

＝ PacketiX VPNをインストールしたブリッジマシンが必要です。

※VPNリモート参加の際は、事前の検証環境への接続確認が必要です。

コネクタソン会場 遠隔地会場

System A System BVPNVPN

RocketChat
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RocketChat によるリモート参加支援
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2024 年度診療報酬改定 （医療DX関連）
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https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/001252076.pdf (P37)

セキュアな通信、サーバ環境：

オンライン資格確認と同等のエリ
ア内にサーバを設置

国際標準規格でのコンテンツ：

3文書/6情報 FHIR実装仕様
+ FHIR JP Core 実装仕様

- Base

データの活用（将来）：
RESTful FHIR 連携
＋ セキュア通信基盤
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®

®

FHIR とは

Fast (to design and implement)

Healthcare

Interoperability

Resources

手早く設計し導入できる、
保健医療分野の相互運用リソース
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FHIRプロファイル PDQm はじめました！
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場所：東京都産業貿易センター台東館7階（東京浅草）

ITI技術委員長 関より、
PDQm検証に関する手順や
審査上必要な提出物、また、
FHIRサーバに関する情報

共有が行われた。

PDQｍの手順そのものは単
純であるためか、参加ベンダ
4社からは特に質問等もなく、

直ぐに各社検証に入った。
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コネクタソン会場

PDQｍ の検証環境 （202３）
• 今回は参加ベンダーが全社会場にいたため、会場にてFHIRサーバを3台立ち上げた。

① OpenFRUCtoSサーバ（IHE-J） ②③④⑤検証参加ベンダのFHIRサーバ（４台）

• PDC各社は 4台のサーバにそれぞれアクセスして、接続検証を行った。

• トランザクションモニターは介さず、直接サーバにアクセスし、ログやJSONファイル、
画面キャプチャ等の結果情報を Gazelleにアップして審査員が審査。
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クライアント
（PDC）

Gazelle

① HAPI サーバ（IHE-J）

② A社 FHIR サーバ

トランザクション
モニター

PDS

接続試験 結果情報アップ
→ 審査

トランザクションモニタは使わず

③ B社 FHIR サーバ
④ C社 FHIR サーバ

⑤ D社 FHIR サーバ



日本IHE協会 勉強会＋コネクタソン見学会

日韓コネクタソンを昨年試行しました！
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IHE Japan コネクタソン 2023 東京都産業貿易センター 浅草 10/16～27 2023
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IHE 適合性認証：ISO17025による公式検証
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https://www.ihe.net/testing/conformity-assessment/
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IHE プロジェクタソン：プロジェクト向け検証
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IHE EU Connectathon 2023 Rennes France Sep.25-29 2023
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IHE SHARAZONE：コンテンツ検証エコシステム
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https://www.ihe-europe.net/IHE_SHARAZONE
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ご清聴ありがとうございました。


